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新年あけましておめでとうございます。
　 皆様の信託に応えるべく精一杯努力いたします。

令和3年4月に｢無床化｣へ町立診療所

　町長説明要旨　
　経営はついてまわるが、公的医療機関は利用者

視点で考えるべき。診療所を継続していくことが

最善だが、従事者不足はとても深刻である。

　こうした中、医療事故のない体制維持は困難で

あり、有床をやむなく断念する。標榜する診療科

目の確保と訪問看護体制の強化と共に、医療連携

を関係機関に要請して町民の健康づくりを目指す。

令和３年４月１日を切り替えとしたい。

　現在、地方交付税で補填される５５００万円を含

め、年間２億円程を町から診療所に繰り出してい

る。無床化後は交付税補填分が毎年２０００万円と

なるが、一般財源からの繰り出しに限れば次第に

減少し、令和８年度に１億円を割る。

　併せて、医師を含めた総スタッフ数も現在の４

３名から、無床化となる令和３年度には２３名、

令和９年度には１６名と見込む。無床化後の診療

科目は、内科、外科、小児科は配置した方が安心

度は高まる。

（主な質疑等）
議員　今後の看護師募集と採用は。

町長　看護師確保は難しい。無床化すれば必要な看

　　　護師数は限られ、現在数で充足する。無理に

　　　採用すれば経営面の負担も出る。

議員　方向性を決めたメンバーは。

町長　設置者として判断すべきと考えていた。診療

　　　所の事務担当と役場の担当と協議して決めた

　　　もの。

議員　早い時期に判断したことを評価し、進めるこ

　　　とを期待する。町長は、終末医療が必要と説

　　　いてきたが、どう整理したのか。

町長　今でも有床との思いだが、それでは経営が成

　　　り立たない。スタッフが揃わない中では非常

　　　に難しい。経営も含めて総合的に判断した。

議員　病棟がなくなるが、今後の医療体制は。

町長　近いのは真室川病院。新しい県立新庄病院が

　　　オープンすれば利用しやすくなり、一層医療

　　　連携を進めたい。訪問看護ステーションとの

　　　連携も強化しながら、その時点で困らないよ

　　　う努力する。

議員　苦渋の選択であり、町長の方針に賛成する。

　　　これからは真室川を中心とした終末医療にな

　　　る。共倒れしないよう活用すべき。

議員　経営委員会でも連携は必要と言ってきた。賢

　　　明な判断だと思う。

議員　改革には職員研修も必要。ある程度の反発も

　　　予想されるので、ていねいな説明を願う。職

　　　員の意識も大切になるので、町長の思いを伝

　　　えて欲しい。

　何度となく議論されてきた診療所問題。主体的な経営改善への期待もある中、町からの繰出金が多くを占
める経営体質の改善を求める声も大きくなっていた。
　12月20日、議会全員協議会で町長から無床化方針が示された。看護職員等の医療従事者を確保できる見
通しが立たず、医療事故のない中で公的医療機関としての使命を果たすことが困難などの理由から、やむな
く有床を断念し、令和３年４月１日に無床化したいというもの。
　財政健全化だけで捉えきれないほど難しい課題と向き合う中での苦渋の判断と言える今回の方針。町民福
祉の向上に日々向き合いながら、町民の不安解消への施策なども含め、活発な協議が行われた。
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２２
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亥
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ま
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目
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　町
民
の
皆
さ
ん
と
共
に
、
防
災
対
策
や
次
世

代
を
支
え
る
子
ど
も
や
孫
た
ち
の
教
育
を
考
え
、

心
安
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ぐ
町
づ
く
り
に
尽
力
し
ま
す
。

副
議
長

　須
藤

　典
夫

（
昭
和
２９
年
　
午
年
生
ま
れ
　
６
期
目
）

　今
年
は
オ
リ
ン
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ッ
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パ
ラ
リ
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ピ
ッ
ク
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え
る
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な
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　町
民
の
皆
様
と
共
に
、
先
代
が
構
築
し
た
品

格
あ
る
金
山
町
を
現
社
会
で
も
継
承
可
能
な
施

策
展
開
を
図
り
、
恒
常
的
な
検
証
に
努
め
た
い
。
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５
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　多
様
化
す
る
社
会
・
経
済
情
勢
を
的
確
に
把

握
し
、
金
山
ら
し
さ
を
感
じ
ら
れ
る
「
持
続
可

能
な
ま
ち
」
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。
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　議
会
活
性
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・
財
政
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全
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と
し
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り
た
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、
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ツ
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き
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す
。
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「
努
力
」
は
足
し
算
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協
力
」
は
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け
算
と
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え
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く
れ
た
人
が
い
た
。
そ
ん
な
町
づ
く
り

を
。 議
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２
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　町
の
財
政
状
況
を
鑑
み
、
物
事
の
全
体
を
広

く
把
握
し
、
本
質
を
捉
え
る
、「
着
眼
大
局
」
の

判
断
が
出
来
る
年
と
し
た
い
。
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巳
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目
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　い
つ
も
初
心
に
立
ち
返
る
。
昨
年
掲
げ
た
公

約
を
守
る
こ
と
、
町
民
の
声
を
怯
ま
ず
代
弁
す

る
こ
と
。

議
員
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介

（
昭
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４８
年
　
丑
年
生
ま
れ
　
１
期
目
）

　何
事
も
非
難
的
に
捉
え
ず
、
批
判
的
に
考
え
、

着
実
な
一
歩
と
な
る
よ
う
日
々
精
進
し
、
責
任

あ
る
活
動
を
目
指
し
ま
す
。

無床化が示された町立金山診療所


